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本
学
主
催
で
画
期
的
な
初
の
試
み
と
し
て
「
学
内

企
業
説
明
会
」
が
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

部
長
石
原
士
教
授
に
よ
り
、
１６
社
の
協
力
参
加
を
得

て
、
１１
月
１１
日（
金
）、
本
館
３
階
多
目
的
教
室
で
開

催
さ
れ
た
。
今
回
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
人
間
学
部
の
３
年
次

生
で
ア
セ
ン
ブ
リ
・
ア
ワ
ー
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
就
活

支
援
活
動
と
し
て
は
学
生
の
強

い
味
方
で
あ
り
、
成
果
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

参
加
し
た
学
生
は
、
リ
ク
ル

ー
ト
ス
ー
ツ
を
着
用
し
、
や
や

緊
張
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、

１
時
間
と
い
う
時
間
的
制
約
の

な
か
で
自
分
の
関
心
の
あ
る
企

業
ブ
ー
ス
を
中
心
に
、
一
つ
で

も
多
く
の
企
業
の
話
を
聞
こ
う

と
ブ
ー
ス
を
速
足
で
回
る
姿
が

見
ら
れ
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
人
気
の
あ
る
企
業
ブ
ー
ス

に
は
、
順
番
待
ち
の
学
生
の
た

め
、
自
分
の
番
を
い
ま
や
お
そ

し
と
待
っ
て
い
た
。
企
業
側
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

し
て
各
種
資
料
を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
を
し
て

い
た
。
学
生
た
ち
は
受
け
取
っ
た
資
料
か
ら
、
メ
モ

し
な
が
ら
説
明
の
一
言
も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
熱
心

に
聴
い
て
い
た
。
こ
の「
学
内
企
業
説
明
会
」に
は
、

３
年
次
生
の
在
籍
者
の
９０
％
弱
の
学
生
が
参
加
し
、

す
で
に
突
入
し
て
い
る
就
職
戦
線
へ
の
関
心
の
高
さ

が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
参
加
し
た
学
生

か
ら
、「
い
ま
ま
で
あ
ま
り
就
職
活
動
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
気

合
を
入
れ
て
就
職
活
動
を
し
て
遅
れ
を
取
り
戻
し
た

い
」「
大
学
内
で
い
ろ
い
ろ
な
企
業
の
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
て
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
１
時

間
で
は
回
り
き
れ
な
い
の
で
次
回
は
時
間
を
長
く
し

て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

今
回
の
「
学
内
企
業
説
明
会
」
は
、
人
間
学
部
の

一
期
生
の
就
活
支
援
活
動
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
参

加
し
た
学
生
た
ち
の
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、

会
場
は
熱
気
で
盛
り
上
が
り
、
大
成
功
で
あ
っ
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
多
く
の
学
生
が
自
分

の
夢
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

資
料
を
見
な
が
ら
真
剣
な
表
情
の
学
生
た
ち

初めて開催された「学内企業説明会」

心
理
学
と
社
会
学
を
共
に
学
ぶ
こ
と
は
「
個
人
の
意

識
に
社
会
性
を
確
立
し
、
個
人
の
職
業
生
活
に
主
体
性

を
確
立
す
る
」
こ
と
。

企
業
活
動
は
そ
の
構
成
員
で
あ
る
社
員
の
活
動
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
個
人
は
仕
事
に
鍛
え
ら
れ
成
長
し
、

成
長
し
た
個
人
は
仕
事
を
創
る
。
家
庭
に
お
い
て
も
夫

婦
は
子
供
を
授
か
り
、
子
供
は
育
て
ら
れ
成
長
し
、
成

長
し
た
子
供
は
新
た
な
家
庭
を
作
り
家
族

を
育
む
。
個
人
と
個
人
の
外
側
に
ひ
と
つ

の
境
界
を
設
け
、
個
人
の
内
面
を
深
く
深

く
追
求
し
て
社
会
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
学
問
の
方
向
に
「
心
理
学
」
が
あ

る
。
ま
た
、
個
人
を
取
り
巻
く
環
境
を
広

く
広
く
追
求
し
て
個
人
の
人
生
を
豊
か
に
し

よ
う
と
い
う
学
問
の
方
向
に
「
社
会
学
」
が

あ
る
。

●
社
会
に
飛
び
立
つ
日
ま
で
に
人
生
設
計
を

２１
世
紀
に
入
り
、
日
本
の
経
済
社
会
は
大

転
換
期
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境
の

変
動
期
に
職
業
人
は
ど
う
対
処
す
べ
き
か
と

問
う
と
き
、
２１
世
紀
前
半
を
主
体
的
に
生
き

る
人
の
姿
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
私
は
過
去
の

日
本
で
は
松
下
幸
之
助
、
本
田
宗
一
郎
。
ア

メ
リ
カ
で
は
Ｇ
Ｅ
の
創
設
者
で
あ
る
エ
ジ
ソ

ン
、
現
代
の
日
本
で
は
小
倉
昌
男
、
松
井
道

夫
（
存
命
中
）
の
名
を
挙
げ
た
い
。
彼
ら
に

共
通
す
る
の
は
日
々
に
生
涯
を
か
け
、
日
々

の
困
難
を
克
服
し
、
創
業
を
成
し
遂
げ
、
後

進
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
よ
う
な
人
生
観
や
生
き
方
は
ど
の

よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
を
卒
業
し
社
会
に
飛
び
立
つ
日
ま
で
に

「
我
が
人
生
の
経
営
方
針
」
を
確
立
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

●
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

個
人
の
成
長
と
社
会
の
発
展
と
の
調
和
を

図
る
た
め
に
は
社
会
と
の
関
係
を
再
構
築
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
一
人
一
人
の
成
長
過
程
の
中

で
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
機
会
は

人
間
性
発
達
の
視
点
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
育

っ
て
き
た
家
庭
教
育
の
既
成
概
念
か
ら
脱
皮

す
る
思
春
期
と
、
そ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
企

業
文
化
の
既
成
概
念
か
ら
脱
皮
す
る
老
年
期

と
、
二
度
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
人
生

を
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
た
り
、
人
生
は

変
わ
る
も
の
と
考
え
た
り
、
人
間
を
捉
え
る

視
点
を「
個
人
と
集
団
」、「
経
済
力
と
健
康
」、

「
生
涯
の
あ
る
期
間
と
全
体
」、
な
ど
多
面
的
立
体
的
に

俯
瞰
す
る
こ
と
が
人
生
の
理
解
を
促
進
す
る
と
考
え
ま

す
。「
人
生
の
全
貌
」
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
べ
き
か
、

幼
年
期
か
ら
中
年
期
ま
で
を
通
し
た
「
個
人
と
社
会
と

の
関
係
」
や
、
現
実
的
な
生
活
感
情
と
し
て
は
「
個
人

の
才
能
の
発
揮
と
経
済
的
成
功
の
関
係
」、あ

る
い
は
、「
課
題
解
決
の
知
性
と
幸
福
な
感
情

の
関
係
」
と
い
っ
た
、「
人
生
の
全
貌
」
を
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
と
考
え
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
達
と
を
関
係
付
け
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
応
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
「
経
験
と
教
訓
」
か
ら

内
的
自
己
像
の
確
立
を

発
達
に
は
時
間
的
変
化
（
時
間
軸
）
と
方
向

性
（
社
会
化
軸
）
が
あ
り
、
そ
の
意
味
し
て
い

る
こ
と
は
、
理
性
と
感
情
が
人
間
の
内
的
自
己

像
や
生
活
的
側
面
を
特
徴
づ
け
て
い
る
と
い
う

気
付
き
と
考
え
ま
す
。
人
間
は
社
会
性（
家
庭
、

家
族
）
と
い
う
文
化
の
中
に
産
み
落
と
さ
れ
、

周
囲
の
様
々
な
人
と
の
接
触
を
通
し
て
、
理
性

と
感
情
が
発
達
し（
目
覚
め
）、
発
達
し
た
内
的

自
己
像
を
基
準
と
し
て
、
改
め
て
職
業
的
側
面

（
社
会
性
）
を
選
び
直
す
。
そ
の
よ
う
な
発
達

過
程
を
た
ど
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
人
生
の
展
望
を
「
経
験
と
教
訓
」
の

視
点
で
考
察
す
る
と
、
経
験
と
教
訓
と
い
う
個

人
的
な
自
己
意
識
が
示
し
て
い
る
も
の
は
、
有

限
な
生
命
と
し
て
個
人
の
時
間
と
永
遠
な
る
種

と
し
て
の
個
人
の
場
と
を
備
え
持
つ
、
人
間
存

在
と
い
う
事
実
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
に
至

り
ま
す
。

●
生
活
的
側
面
と
職
業
的
側
面
を
持
つ
人
生
に

活
力
を
支
援
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
学
ぶ
経
営
心
理
コ
ー
ス

人
生
に
は
生
活
的
側
面
と
職
業
的
側
面
と
に

そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
柱
が
あ
る
こ
と
を
人
生
観
の

共
通
ベ
ー
ス
と
し
、
そ
れ
を
基
準
と
す
る
こ
と

で
、
人
生
を
「
未
知
な
る
冒
険
」
や
「
既
存
の

職
業
へ
の
適
応
」
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
起

伏
あ
る
冒
険
の
渦
中
に
あ
る
自
己
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
と
ら
え
て
生
き
る
現
実
感
と
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
人
間
が
時
代
と
い
う
環
境

を
移
動
す
る
動
物
と
す
れ
ば
、
活
力
が
沸
く
よ
う
に

支
援
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

「
経
営
心
理
コ
ー
ス
」
で
学
び
な
が
ら
追
求
し
て
い
き

ま
す
。

【
村
本
満
氏
略
歴
】（
０６
年
本
学
就
任
予
定
）

１
９
４
８
年

石
川
県
に
生
ま
れ
る
。

１
９
７
２
年

東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
業
。
同

年
、
三
菱
電
機
入
社
、
人
事
教
育
部
門
に
３３
年
勤
務
。

０３
年
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修
了
。

０５
年
同
社
を
早
期
定
年
退
職
。

現
在
�
複
数
の
企
業
に
て
、
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
講
師
を
兼
務
。

資
格
�
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
心
理
士

学内企業説明会 協力参加企業リスト（順不同）
業種

電子・
電気機器

アパレル

広告
印刷

薬品

サービス

サービス

サービス
（フード）

企業名

（株）フジワーク
ソニー（プレイステーシ
ョン）のコントローラー

（株）ゼンコーポレーシ
ョン
（株）現代広告社
（株）グラフィック

協立薬品（株）

ホーム（株）

（株）ボネール

（株）グルメ杵屋

業種

病院事務

生命保険

生命保険
警察官

福祉

引越

商社（食品）

金融

企業名

（医）野崎徳洲会病院

日本生命保険（相）

住友生命保険（相）
大阪府警察本部
（株）せいき
（やすらぎの村）

（株）引越社関西
（アリさんマーク）

日本ハムグループ
中日本フード（株）

大阪東信用金庫

学
内

本
学
主
催
の

画
期
的
な

�

企
業
説
明
会
�を
開
催

人間学部

初
の
試
み

就
活
支
援
に
１６
企
業
が
協
力
参
加

臨床心理士・産業カウンセラー 村本 満

今春開設予定

�経営心理コース�で何を学ぶか

大きな強み�
就職活動に

総合経営学部
経営経済学科

2006年1月18日1
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本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
本
医
学
生
物
学
電
子
顕
微

鏡
技
術
学
会
、
韓
国
電
子
顕
微
鏡
学
会
お
よ
び
河
北

医
科
大
学
の
共
催
で
２
０
０
５
年
１０
月
７
日
（
金
）

か
ら
９
日
（
日
）
ま
で
、
中
国
河
北
医
科
大
学
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
様
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
事
務
局
の
多
大
な
理
解
と
支
援
を

受
け
、「
環
境
と
生
命
（E

n
viron

m
en
t
an
d

L
ife

）
」
の
テ
ー
マ
で
、
電
子
顕
微
鏡
研
究
と
技
術

の
普
及
、
交
流
を

通
じ
、
国
際
的
に

貢
献
し
、
ア
ジ
ア

近
隣
諸
国
と
共
に

手
を
と
り
、
地
球

環
境
保
全
と
人
類

が
抱
え
て
い
る
病

気
・
感
染
症
の
予

防
対
策
に
一
役
を

担
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
講
演
は
３
題
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
１１
セ
ク
シ
ョ
ン
５５
題
、
一
般
演
題
は
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
６０
題
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
私
は
日
本
側
の
副
団
長
と
し
て
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
運
営
に
関
与
し
、
１０
月
７
日
に

は
中
国
北
京
大
学
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
組
織
・
胚

培
養
研
究
室J

u
n

―M
in
T
A
N
G

教
授
の

「S
can
n
in
g
E
lectron

M
icroscope

S
tudy

on
the
Im
m
ature

D
en
drtic

C
ells
before

an
d
after

E
lectran

s-
fection

of
H
um
an
H
epatic

C
an
cer

C
ell
R
N
A

」
の
座
長
を
務
め
た
。
１０
月
８
日
に

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
２
題
の
発
表
（
１
題
は
共
同
演

者
）
の
発
表
を
行
う
と
共
に
座
長
も
務
め
た
。
講

演
で
は
「A

p
p
lication

of
S
can
n
in
g

E
lectron

M
icroscope

to
S
cien
ce

E
ducation

in
J
un
ior
H
igh
S
ch
ool

an
d
E
lem
en
tary

S
ch
ool

」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
大
阪
市
内
で
開
催
し
て
い
る
親
子
体
験
学
習
ミ

ク
ロ
の
生
物
観
察
会
に
お
け
る
小
中
学
生
の
電
子
顕

微
鏡
観
察
の
現
状
を
紹
介
し
、
理
科
教
育
に
走
査
電

子
顕
微
鏡
は
非
常
に
有
益
な
道
具
で
あ
り
、
子
供
た

ち
が
将
来
科
学
者
に
育
つ
た
め
に
観
察
で
き
る
機
会

を
増
や
す
べ
き
と
述
べ
た
。

河
北
医
科
大
学
は
中
国
に
お
け
る
電
子
顕
微
鏡
研

究
の
中
心
で
、
日
本
の
国
立
大
学
に
お
け
る
電
子
顕

微
鏡
施
設
と
同
レ
ベ
ル
の
機
器
が
設
置
さ
れ
、
活
発

な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
同
大
学
の
大
学
院
生
や
若
い
教
員
が
た

く
さ
ん
の
演
題
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
、講
演
し
て
い
た
。

ま
た
、
韓
国
と
日
本
か
ら
も
大
学
院
生
が
演
題
を
出

し
、
若
さ
溢
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
、
第
６
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
０
０
９
年
に
日
本
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

河
北
医
科
大
学
（
河
北
省
石
家
荘
、
北
京
か
ら
約

４
０
０
�
）
か
ら
の
帰
途
、
禅
宗
で
有
名
な
臨
済
寺

（
臨
済
宗
の
発
祥
の
地
）
に
立
ち
寄
れ
た
こ
と
は
思

い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
太
成
学
院

大
学

足
立
喜
典
学
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
２
０
０
５
・
１２
・
１３
記
）

シンポジウムで座長を
務める尾上教授

身
近
な
公
害
問
題
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
原

因
・
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
日
か
ら
で
も

で
き
る
身
近
な
解
決
策
か
ら
、
企
業
の
取
り
組
み
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
施
策
に
つ
い
て
調
査
学
修
し
て
い
く
。

こ
の
学
修
目
標
を
達
成
す
る
一
助
に
す
る
た
め
、

去
る
１２
月
３
日（
土
）、
学
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研

修
が
足
立
泰
久
教
授
の
引
率
指
導
の
も
と
実
施
さ
れ

た
。
研
修
先
は
、
大
阪
市
南
港
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
大
阪
環
境
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
「
Ａ
Ｔ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
」
で
、
本

授
業
を
履
修
し
て
い
る
５２
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

事
前
授
業
の
な
か
で
各
班
が
取
り
組
ん
で
い
る
テ

ー
マ
に
関
連
の
あ
る
見
学
コ
ー
ス
を
左
記
の
四
つ
か

ら
選
び
、班
ご
と
に
見
学
し
た
。
各
自
で「
学
修
シ
ー

ト
」
の
設
問
に
解
答
し
な
が
ら
、「
見
学
レ
ポ
ー
ト
」

を
ま
と
め
、
見
学
中
に
撮
影
し
た
写
真
等
を
多
用
し

て
分
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作

成
し
て
、
次
回
の
授
業
で
各
自
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
た
。

�
環
境
学
修
コ
ー
ス
（
地
球
環
境
問
題
と
は
何
か

に
つ
い
て
、
全
般
的
に
解
説
す
る
コ
ー
ス
）

�
ご
み
問
題
・
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ス
（
ご
み
問
題

や
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
に

関
す
る
展
示
を
中
心
に
解
説
す
る
コ
ー
ス
）

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
展
示
を
中
心
に
解
説
す
る

コ
ー
ス
）

�
グ
リ
ー
ン
購
入
コ
ー
ス
（
環
境
配
慮
し
た
商
品

や
「
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
」
な
ど
に
関
す
る
展
示
を
中

心
に
解
説
す
る
コ
ー
ス
）

学
生
た
ち
は
、
教
室
内
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
企
業
の
環
境
対
策
や
日
常
生
活
で
で
き
る
取
り
組

み
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
関
す
る
意
識

と
学
修
意
欲
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
教
育
効
果
と
し
て

�
教
育
現
場
で
は
で
き
な
い
「
現
実
の
社
会
の
状

況
」
を
学
ぶ
こ
と
。

�
地
球
環
境
問
題
の
解
決
方
策
を
学
ぶ
こ
と
で「
未

来
指
向
の
環
境
教
育
」
が
で
き
る
こ
と
。

�
「
職
業
教
育
」
と
し
て
企
業
の
環
境
へ
の
取
り

組
み
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
ぶ
り
を
学
ぶ
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ａ
Ｔ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
は
、
環
境
関
連
技

術
や
商
品
を
一
堂
に
集
積
し
新
た
な
情
報
を
発
信
で

き
る
日
本
で
初
め
て
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
拠
点
で

あ
る
。
ま
た
、
各
種
情
報
を
加
工
し
て
各
方
面
に
発

信
す
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
の
現
場
を
全
員
で
見
学
し
た
。「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
」と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、現
場
を
自

分
の
目
で
見
る
こ
と
に
よ
り
興
味
が
わ
き
、
環
境
問

題
へ
の
意
識
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

１１月２６日（土）、同志社大学室町キャン
パス寒梅館２１１教室において、「第１７回
感情と情動の研究会」が開催され、人間
学部心理学科の鈴木公洋講師が依頼を受
け、講演を行った。題目は「表情知覚に
有用な情報はＦＡＣＳによって記述でき
るか ―無表情から最大表出にいたる時

系列的な表情刺激を用いた検討―」であった。鈴木講師
以外には、同志社大学文学研究科大学院生による「関係
性の発展が表情表出に及ぼす影響」と早稲田大学理工学
部助手による「ヒューマノイドロボットの心理モデルの
構築」という題目での講演が行われた。各講演に約１時

間半の時間が与えられ、活発なディスカッションが行わ
れた。
「感情と情動の研究会」は同志社大学文学部心理学研

究室が１０年にもわたって開催してきたもので、心理学の
みならず、感情と情動に関する多くの関連分野からの講
演が行われる学際的な研究会である。聴講者も全国から
５０名近くの研究者が参加する。
今回鈴木講師が講演した研究内容は、人間学部心理学

科２年次配当科目である「認知心理学」においても解説
されているものであり、講演内容の多くの部分は、Suzuki、
K.&Naitoh、K.2003 Useful information for face
perception is described with FACS. Journal of
Nonverbal Behavior、２７（１）、４３―５５．で紹介されてい
る。学生たちが受講している講義内容が今、学際の場で
討論されているのである。大学での授業の向こうに学術
の世界が広がっていることを学生たちに再認識してもら
いたい。

熱心にメモを取りながら聴く学生たち

鈴木公洋講師

環境にやさしいエコカーに
強い興味を示す学生たち

試験日
１月２８日（土）
１月２９日（日）
２月１８日（土）
３月４日（土）
３月１６日（木）

出願期間（消印有効）

１月５日（木）～１月２４日（火）

１月２６日（木）～２月１４日（火）
２月１５日（水）～２月２８日（火）
３月１日（水）～３月１０日（金）
１月３０日（月）～２月１４日（火）（必着）
２月１６日（木）～２月２７日（月）（必着）
２月２８日（火）～３月１３日（月）（必着）

選考種別
�方式
�方式
�方式
�方式
�方式
Ａ日程
Ｂ�日程
Ｂ�日程

Ａ日程

Ｂ日程

Ｃ日程

大学入試
センター試験利用

一般

教職課程
●中学校教論一種免許
社会
英語
保健体育

●高等学校教論一種免許
情報
商業
公民
英語
保健体育

認定心理コース

カウンセリングコース

健康心理コース

健康スポーツコース

観光マネジメントコース

国際文化コース

経営心理コース

福祉マネジメントコース

コミュニティマネジメントコース

ＩＴビジネスコース

経営情報システムコース

コンピュータ活用コース

エコマネジメントコース

新設

心理学科

人間文化学科

経営経済学科

経営情報学科

人間学部

総合経営
学部

ATCグリーンエコプラザ

日
中
韓
共
催
で
中
国
河
北
医
科
大
学
に
お
い
て
開
催

第
５
回
国
際
医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

環
境
問
題
に
取
り
組
む
現
場
を
見
学

人
間
学
部

足
立（
泰
）研
究
室

座
長
に
尾
上

孝
利
教
授（
人
間
学
部

心
理
学
科
）

［学部共通］詳しくは募集要項を
ご参照ください

※『経営心理コース』の募集は、全ての選考種別で受け付けています。

「第１７回感情と情動の
研究会」で講演

人間学部 心理学科 鈴木 公洋講師

学術の世界が広がる

認知心理学の授業の向こうに

２００６年度 入試日程

22006年1月18日



学校法人天満学園
創立７０周年記念教育事業の一つとして

場所 清滝スポーツヒルズ（既設硬式野球場道路脇隣接）
広さ 約３４，０００�
他にテニスコート５面・休憩所
ナイター照明・スタンド完備
クラブ・授業等で活用が期待される

�先手必勝�を語る先輩たち

Ｑ

就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
何
か
ら
手

を
つ
け
ま
し
た
か
。

Ａ

３
年
次
生
の
１０
月
ご
ろ
か
ら
始
め
た
人
が
一
番
早

く
、
１２
月
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
活
動
を
始
め

て
い
た
。
最
初
に
し
た
こ
と
は
、
各
種
ナ
ビ
へ
の

登
録
が
最
も
多
か
っ
た
。

Ｑ

訪
問
し
た
企
業
数
は
何
社
ぐ
ら
い
で
す
か
。

Ａ

最
多
が
約
３
０
０
社
。
ス
タ
ー
ト
を
早
く
し
て
、

多
く
の
企
業
訪
問
を
し
て
、
自
分
の
希
望
に
合
っ

た
企
業
を
早
く
見
つ
け
出
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

Ｑ

面
接
で
注
意
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

身
だ
し
な
み
、
言
葉
づ
か
い
、
笑
顔
等
の
基
本
的

な
こ
と
は
当
然
実
行
す
る
。
さ
ら
に
、
面
接
官
と

の
会
話
内
容
を
工
夫
す
る
。
採
用
側
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
重
視
す
る
。

Ｑ

失
敗
し
た
こ
と
、
反
省
点
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
・
ス
タ
ー
ト
が
遅
く
、
情
報
収
集
等
が
十
分
出
来
な

か
っ
た
。

・
面
接
で
自
己
主
張
は
必
要
だ
が
、
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
。

・
風
邪
で
体
調
を
悪
く
し
て
、
面
接
に
行
け
な
か
っ

た
。
体
調
は
い
つ
も
気
を
つ
け
て
お
く
よ
う
に
。

・
あ
ま
り
早
口
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

・
交
通
費
や
食
事
代
な
ど
意
外
と
出
費
が
か
さ
む
こ

と
も
留
意
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

Ｑ

後
輩
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

Ａ
・
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
ス
タ
ー
ト
を
早
く
す
る
。

・
面
接
の
内
容
や
一
日
の
反
省
を
ノ
ー
ト
に
記
入
し

て
お
く
と
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
大
変
役
立
つ
。

・
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
の
で
、
気
分
転
換
・
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
。

・
質
問
内
容
に
は
工
夫
し
て
、
人
事
担
当
者
の
印
象

に
残
る
よ
う
に
ハ
キ
ハ
キ
と
答
え
る
。

１２
月
９
日（
金
）、
総
合
経
営
学
部
３
年
次
生
の
ア
セ
ン
ブ
リ
・
ア
ワ
ー
で
、

「
先
輩
と
語
る

―
内
定
獲
得
体
験
談
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
す
で
に
就

職
活
動
を
開
始
し
て
い
る
３
年
次
生
に
、
就
職
が
内
定
し
て
い
る
４
年
次
生
か

ら
の
経
験
を
語
っ
て
も
ら
い
、
就
職
活
動
の
参
考
に
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。
ま

ず
、
関
戸
恒
昭
教
授
・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

鵜
沢
同
セ
ン
タ
ー
長
の
司
会
で
６
名
の
パ
ネ
ラ
ー
が
応
え
る
と
い
う
形
式
で
進

め
ら
れ
た
。
参
加
し
た
３
年
次
生
は
、�
何
か
を
つ
か
ん
で
自
分
の
活
動
の
参
考

に
し
よ
う
�
と
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
い
て
い
た
。

第
１９
回
さ
つ
き
野
祭
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま

れ
た
１１
月
２３
日
（
祝
）
に
１０
時
か
ら
１９
時
３０
分
ま
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
学
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
同
時
開
催
で
、
ク
ラ
ス
対
抗
競
技
で
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。
今
回
の
大
学
祭
の
テ
ー
マ
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｒ
」
で
、
学
生
一
人
一
人
の
個
性
を
そ
れ
ぞ
れ
に

表
現
し
、
自
由
な
発
想
を
前
面
に
押
し
出
し
、
全
員

で
盛
り
上
げ
て
、
思
い
出
に
残
る
大
学
祭
に
し
よ
う

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
前
回
ま
で
は
、

学
友
会
の
役
員
が
中
心
に
な
り
実
行
し
て
い
た
が
、

今
回
は
ク
ラ
ス
ご
と
に「
大
学
祭
実
施
委
員
」４０
名
、

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
施
委
員
」
３８
名
で
構
成
さ
れ
、

各
実
施
委
員
会
が
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
を
担

当
し
た
。

今
回
の
大
学
祭
で
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
参
加

模
擬
店
の
多
さ
で
あ
っ
た
。
前
回
の
３
倍
弱
の
２８
店

舗
が
出
店
し
、
大
学
祭
の
盛
り
上
が
り
に
一
役
買
っ

た
。
さ
ら
に
、
ビ
ン
ゴ
大
会
を
、
１３
時
か
ら
と
１７
時

か
ら
の
２
回
行
い
、
賞
品
を
豪
華
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ス
テ
ー
ジ
で
数
字
を
読
み
上
げ
る
た
び
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
、
ビ
ン
ゴ
が
出
る
た
び
に
賞
品
の

抽
選
が
行
わ
れ
、
賞
品
が
紹
介
さ
れ
る
と
一
段
と
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、
今
年
も
教
育
後
援

会
役
員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

前
回
同
様
、�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
大
会
�
が
開
催

さ
れ
、
つ
き
た
て
の
ア
ツ
ア
ツ
の
餅
を
無
料
で
食
べ

て
い
た
だ
い
た
。
同
時
に
募
金
活
動
を
行
い
多
大
な

被
害
を
被
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
へ
、
模
擬
店
の
売
上
金

と
合
計
し
、
２４
万
２
１
３
７
円
を
毎
日
新
聞
社
会
事

業
団
を
通
じ
て
義
援
金
と
し
て
送
る
こ
と
に
し
た
。

バ
ス
ケ
、フ
ッ
ト
サ
ル
に
計
２３
チ
ー
ム

一
方
、
学
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
１０
チ
ー
ム
、
フ
ッ
ト
サ
ル
に
１３
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
学
長
杯
と
ク
ラ
ス
の
名
誉
を

か
け
て
熱
戦
を
展
開
し
た
。
ク
ラ
ス
対
抗
の
た
め
応

援
に
駆
け
つ
け
る
学
生
も
か
な
り
あ
っ
た
。
熱
戦
の

結
果
、
フ
ッ
ト
サ
ル
は
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
１

年
次
Ａ
Ｂ
ク
ラ
ス
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
混
成

チ
ー
ム
の
ピ
ン
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
優
勝
し
た
。
学
長

杯
は
両
チ
ー
ム
の
抽
選
の
結
果
、
ピ
ン
ク
レ
ン
ジ
ャ

ー
が
獲
得
し
た
。

今
年
の
大
学
祭
は
、
参
加
者
が
約
１
０
０
０
名
あ

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
た
。

学
生
一
人
一
人
が
個
性
を
発
揮
し
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
た
め
に
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
盛
り

上
が
り
を
学
生
生
活
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
生

か
し
て
ほ
し
い
。

学
友
会
各
委
員
会
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

学
生
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
と
教
育
後
援
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

狙
う
は
豪
華
賞
品
を

ビ
ン
ゴ
に
歓
声

「パキスタン義援募
金」チャリティー餅
つき大会に協力参加
する教育後援会

第
１９
回
さ
つ
き
野
祭
・

学
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
大
会
役
員

学友会実行委員会
実行委員長 総合経営学部経営情報学科 ４年次 地神 翔一
副委員長 人間学部心理学科 ２年次 加納 優
書 記 人間学部心理学科 ２年次 渡部 哲也
大学祭実施委員会
実施委員長 人間学部心理学科 ２年次 中出はるか
副実施委員長 総合経営学部経営情報学科 ２年次 久徳 義之
〃 総合経営学部経営経済学科 ２年次 小西 真悟

学長杯争奪スポーツ大会実施委員会
実施委員長 人間学部人間文化学科 １年次 原田 航平
副実施委員長 人間学部心理学科 １年次 山田 祐太

子どもたちに人気の�わたあめ�

軽音楽部のライブクラス対抗フットサル大会に汗を流す

��
約約
１１
００
００
００
名名
のの
来来
場場
者者
でで
活活
気気
��

盛盛
りり
上上
がが
っっ
たた
第第
１１９９
回回
ささ
つつ
きき
野野
祭祭

パパ
キキ
スス
タタ
ンン
募募
金金
活活
動動
支支
援援
模模
擬擬
店店
がが
多多
彩彩
にに

学学
長長
杯杯
争争
奪奪
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会

同同
時時
開開
催催
学 友 会
各実行委員会

総合経営学部

�
内
定
獲
得
�の
ノ
ウ
ハ
ウ
発
表

４
年
次
生
か
ら
生
の
声
を
就
活
の
参
考
に
と

清滝スポーツヒルズに（硬式野球場に続いて）
サッカー兼ラグビーグラウンドを新増設

2006年1月18日3
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松
田
大
輔
君
の
談
話

高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
従
来
専
門
学

校
だ
け
で
実
施
さ
れ
て
い
た
情
報
教
育
を
、
平
成
１５

年
４
月
よ
り
高
等
学
校
で
必
修
の
教
科
と
し
て
「
情

報
」
を
新
設
さ
れ
た
。
本
学
で
は
、
こ
の
「
情
報
」

授
業
に
学
生
補
助
員
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
を
派
遣
し
、
学
生
の
持
つ
情
報
関
連
知
識

・
技
術
を
生
か
す
こ
と
で
、
高
等
学
校
の
「
情
報
」

授
業
が
一
段
と
充
実
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
学

生
に
と
っ
て
も
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
教
育

現
場
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
の
大
き
な
体

験
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
、
こ
の
制
度
を
発
足
し

た
。平

成
１７
年
９
月
１
日
よ
り
、
大
阪
府
立
泉
南
高
等

学
校
に
、
総
合
経
営
学
部
経
営
情
報
学
科
、
３
年
次

生
の
泉

大
樹
君
の
派
遣
を
開
始
し
た
。
去
る
１２
月

１
日（
木
）、
本
学
の
吉
川
博
史
教
務
部
長
が
派
遣
先

の
大
阪
府
立
泉
南
高
等
学
校
を
表
敬
訪
問
し
た
時
の
、

泉
君
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
た
い
。

そ
の
時
は
、
ち
ょ
う
ど
授
業
中
で
、
エ
ク
セ
ル
の

試
験
中
で
あ
っ
た
。
担
当
の
先
生
と
一
緒
に
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
す
る
生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
。

お
話
を
お
聞
き
し
た
先
生
方
の
声
を
ま
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、「
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が
立
派
だ
」

「
生
徒
へ
の
対
応
が
親
切
・
丁
寧
で
、
生
徒
に
親
し

ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
学
生
補
助
員

制
度
の
成
果
を
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
嬉
し

い
。こ

の
学
生
補
助
員
制
度
は
、
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
、
高
等
学
校
「
情
報
」
教
育
の
充
実
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
高
大
連
携
へ
の
発
展

に
も
成
果
を
期
待
い
た
し
た
い
。

総
合
経
営
学
部
経

営
情
報
学
科
４
年
次

生
の
松
田
大
輔
君
�

写
真
�
は
、
１０
月
１６

日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
た
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
（
宅
建
）
試
験
に
初
め
て
の
挑
戦
で
見
事
に

合
格
し
た
。
宅
建
試
験
は
、
年
１
回
実
施
さ
れ
る
国

家
試
験
で
、
例
年
の
合
格
率
が
１５
％
前
後
で
難
関
試

験
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

松
田
大
輔
君
は
、
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
、
基
本
情
報
技
術
者
、
宅
建
と
三
つ
の
国
家

資
格
を
取
得
し
た
。
取
ろ
う
と
決
め
た
資
格
を
確
実

に
取
得
し
て
い
く
松
田
大
輔
君
の
努
力
を
評
価
し
た

い
。１０

月
の
宅
建
試
験
合
格
を
目
標
に
約
１
カ
月
集
中

的
に
勉
強
し
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
に
一
通
り
目
を
通

し
、
約
１０
年
間
の
過
去
問
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
正

解
出
来
な
か
っ
た
問
題
は
、
テ
キ
ス
ト
や
関
係
す
る

法
令
で
理
解
出
来
る
ま
で
調
べ
ま
し
た
。
民
法
か
ら

１５
問
出
題
さ
れ
る
の
で
、
民
法
を
重
点
的
に
勉
強
す

る
の
が
合
格
の
ポ
イ
ン
ト
と
思
い
ま
す
。

●宅地建物取引主任者

不動産の必須資格と言われて
いる。
不動産の表買・仲介の際には、
宅建主任者が「重要事項説明書
の交付と説明」「契約書への記名
・押印」という独占業務を行い、
しかも不動産取引を行う業者の
事務所ごとに、従業員５人に１
人の割合で専任の宅建主任者を
置かなければならないと法律で
定められている。

先生の授業補助に泉 大樹君（右）

近
畿
学
生
野
球
連
盟
（
�
部
リ
ー
グ
）
で
は
、
平

成
１７
年
度
秋
季
リ
ー
グ
の
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
決
定
し
、

１１
月
２４
日
（
木
）
に
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
本
学
硬

式
野
球
部
、
稲
垣
将
大
君
（
人
間
学
部
人
間
文
化
学

科
１
年
次
生
）
は
外
野
手
部
門
（
中
堅
手
）
で
多
く

の
先
輩
学
生
を
押
し
の
け
て
初
め
て
受
賞
し
た
。
稲

垣
将
大
君
は
俊
足
巧
打
の
一
番
打
者
と
し
て
チ
ャ
ン

ス
メ
ー
カ
ー
と
な
り
、
俊
足
を
生
か
し
た
守
備
で
ピ

ン
チ
を
す
く
い
、
チ
ー
ム
の
準
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
特
に
塁
に
出
る
と
、
カ
ン
の
よ
い
ス
タ
ー
ト

と
持
ち
前
の
俊
足
で
盗
塁
を
次
々
と
決
め
、
連
盟
の

秋
季
リ
ー
グ
新
記
録
と
な
る
１４
盗
塁
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

本
学
硬
式
野
球
部
は
、
秋
季
リ
ー
グ
で
惜
し
く
も

優
勝
は
逃
し
た
が
、
今
年
の
春
季
リ
ー
グ
に
向
け
て

雑
賀
亮
一
監
督
指
導
の
も
と
で
、
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
選
手
一
人
一
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
新
人
選
手

の
入
部
で
、来
シ
ー
ズ
ン
は
更
な
る
戦
力
ア
ッ
プ
で
、

念
願
の
初
優
勝
に
向
け
て
期
待
が
か
か
る
。

準
優
勝
に
貢
献
し
た
稲
垣
将
大
選
手

人
間
学
部
尾
上
研
究
室
（
尾
上
孝
利
教
授
）
で

は
、
神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
、
朴
杓

允
主
任
教
授
と
、
平
成
１７
年
１０
月
１５
日
か
ら
平
成

１８
年
１１
月
１
日
ま
で
で
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
「
病
原
糸
状
菌
の
生
産
す

る
細
胞
接
着
因
子
の
電
顕
解
析
」
で
、
尾
上
研
究

室
に
あ
る
３０
万
倍
の
走
査
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て

共
同
研
究
す
る
。
神
戸
大
学
大
学
院
か
ら
は
、
細

胞
機
能
構
造
学
専
攻
、
博
士
前
期
課
程
２
年
の
大

学
院
学
生
、
井
上
加
奈
子
さ
ん
が
来
学
し
研
究
を

続
け
て
い
る
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無
料
）
の
ダ
イ
ヤ
を
携
帯
電

話
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

近
鉄
南
大
阪
線
・
長
野
線
喜
志
駅
、
南
海
バ
ス
平

尾
バ
ス
停
の
ダ
イ
ヤ
を
掲
載
す
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

読
み
取
り
機
能
付
き
の
携

帯
電
話
で
ア
ク
セ
ス
ま
た

は
、
直
接
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力

す
る
場
合
は
、
左
の
ア
ド

レ
ス
を
入
力
す
れ
ば
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。

http���w
w
w
.tgu.ac.jp�m

obile�index.htm
l

人
間
学
部
松
熊
研
究
室
（
松
熊
義
昭
教
授
）
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
実
技
と
し
て
ス
キ
ー
実
習
を

左
記
の
通
り
開
催
す
る
。定
員
２０
名
を
上
回
り
、受

け
付
け
と
同
時
に
３０
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

日
程

平
成
１８
年
２
月
６
日
〜
２
月
１０
日
の
５
日

間

場
所

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
八
方
ス
キ
ー
場

地
元
の
堺
市
立
さ
つ
き
野
中
学
校
の
第
２１
回（
２

０
０
５
年
）
校
内
音
楽
会
が
、
１１
月
５
日
（
土
）

１０
時
よ
り
足
立
記
念
館
３
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に

は
早
く
か
ら
教
職
員
、
保
護
者
が
入
場
さ
れ
、
ほ

ぼ
満
席
の
大
盛
況
だ
っ
た
。

隣
接
の
さ
つ
き
野
小
学
校
５
年
生
が
特
別
参
加

し
て
発
表
を
行
い
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
前
年
同
様
ク
ラ
ス
対
抗
が

行
わ
れ
、
課
題
曲
と
自
由
曲
２
曲
を
発
表
し
、
練

習
の
成
果
を
競
っ
た
。
各
ク
ラ
ス
と
も
に
最
優
秀

賞
を
目
指
し
て
合
唱
し
た
た
め
に
会
場
は
熱
気
に

溢
れ
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

本
学
の
施
設
を
地
域
の
教
育
活
動
に
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
の
人
々
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、
さ
つ
き
野
中
学
校
校

内
音
楽
会
の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
祈
り
た
い
。見事なハーモニーに拍手

太
成
学
院
大
学
高
等
学
校

本
校
は
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
に
あ
る
ス
ク
リ
プ
ス
・
ラ
ン
チ
高
等
学

校
と
提
携
し
て
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
１７
年
７
月
に
ス
ク
リ
プ
ス
・
ラ
ン
チ
高
等
学

校
よ
り
６
名
が
来
日
さ
れ
、
学
校
交
流
・
体
験

授
業
・
校
外
学
習
を
実
施
し
た
。
一
方
、
本
校

か
ら
は
、
１２
月
に
１４
名
が
ス
ク
リ
プ
ス
・
ラ
ン

チ
高
校
を
訪
問
し
て
、
学
校
交
流
・
体
験
授
業

・
校
外
学
習
等
を
体
験
し
た
。
こ
の
友
好
関
係

に
あ
る
ス
ク
リ
プ
ス
・
ラ
ン
チ
高
等
学
校
よ
り

友
好
の
証
と
な
る
楯
が
届
け
ら
れ
た
。
今
後
も

こ
の
友
好
関
係
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
国
際
交
流

・
国
際
親
善
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

平
成
１７
年
度
秋
の
校
外
学
習
は
、
併
設
の
太

成
学
院
大
学
足
立
記
念
館
３
階
ホ
ー
ル
で
の
芸

術
鑑
賞
と
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
に
決
ま
り
、
１１
月

１５
日
（
火
）
に
実
施
し
た
。
こ
の
校
外
学
習
に

は
、
生
徒
７６
名
、
教
職
員
１３
名
、
保
護
者
１４
名

の
計
１
０
３
名
が
参
加
し
、
バ
ス
２
台
で
会
場

で
あ
る
太
成
学
院
大
学

に
向
か
っ
た
。
大
学
到

着
後
、
歓
迎
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
り
、
足
立
理

事
長
・
学
長
よ
り
歓
迎

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。芸

術
鑑
賞
会
は
、
足

立
記
念
館
３
階
ホ
ー
ル

で
、
１０
時
３０
分
よ
り
開

始
し
た
。
今
回
は
、
ア

カ
ペ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
カ
ル

グ
ル
ー
プ
「
ジ
パ
ン
グ

コ
ン
ソ
ー
ト
」
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
６
名
の
男
性
で
構
成

す
る
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
見
事
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
心
の
奥
深
く
に
感
動
を
覚
え
る

７５
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

昼
食
後
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
所
、
電
子
顕
微
鏡
実
験
室

等
を
見
学
し
た
。

今
回
の
校
外
学
習
は
、
大
学
の
絶
大
な
る
協

力
の
も
と
で
開
催
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
と
な

っ
た
。

▲生徒代表の挨拶を受ける足立理事長・学長
▼ロボットの観察に忙しい生徒たち

１２
月
６
日
（
火
）
よ
り
、
本
館
玄

関
前
の
２
本
の
木
に
飾
ら
れ
た
フ
ァ

ン
タ
ジ
ッ
ク
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
ツ
リ
ー
は
２
本
。
１
本
は
高
さ
１３

�
の
タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
、
も
う
１
本
は

１０
�
の
ケ
ヤ
キ
で
、
１７
時
か
ら
２１
時

ま
で
点
灯
さ
れ
て
い
る
。
年
末
の
慌

た
だ
し
い
な
か
、
通
り
ゆ
く
学
生
、

教
職
員
の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。 本校の和田校長宛に

届いた友好の楯

人
間
学
部
・
尾
上
研
究
室

高
校「
情
報
」授
業
充
実
に
向
け
て

学
生
補
助
員
制
度
に
期
待
感
高
ま
る

CCAAMMPPUUSS TTooppiiccss

併併設設校校TTooppiiccss

米国スクリプス・ランチ高校から

神
戸
大
学
大
学
院
と
共
同
研
究

友
好
の
楯
が
届
く

本
学
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

ダ
イ
ヤ
を
携
帯
サ
イ
ト
で
�

太
成
学
院
大
学
中
学
校

人
間
学
部
・
松
熊
研
究
室

足
立
記
念
館
ホ
ー
ル
で
芸
術
鑑
賞

２
月
に
ス
キ
ー
特
別
実
習
開
催

さ
つ
き
野
中
学
校

足
立
記
念
館
で
校
内
音
楽
会

本
学
施
設
の
利
用
で
地
域
貢
献

総
合
経
営
学
部

松
田
大
輔
君

�
宅
建
�試
験
に
一
発
合
格

心心
和和
まま
すす
光光

ホワイト・ブルー・
イルミネーション輝く

稲
垣
将
大
選
手
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に

近
畿
学
生
野
球
連
盟
・
Ⅲ
部
秋
季
リ
ー
グ
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